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1.実施予定内容 

今年度は昨年度のアンケート調査（ニーズとシーズ）結果に基づき、試作品などを創り、

島民と意見交換を行いながら改良し、提供できる商品開発メニューの活動につなげていく。 

１）おにぎりや簡易な海鮮丼をイメージした魚料理教室を行い、島内及び島外からの観光客

や釣り客の提供商品への反応を調査する、２）島内の玉ねぎを活用した特産品開発を試み、

販売促進していくなど考えられる。これらを通じて、姫島の認知度アップ、観光客の増加を

図ることに貢献する。 

2.取組み実績内容 

姫島の特産品としての「おにぎり、「海鮮丼」及び「姫サバ・パッケージ」、「玉ねぎ漬

け」、姫島のプロモーションとしての「案内マップ及び PR動画」である。 

1）特産品としての「おにぎり」 

ネコの形をしたおにぎりでの試作品段階で 11 月 23 日に姫島公民館でプレゼンテーシ

ョンを実施。島民の方や糸島市役所の方を交えたグループでの意見を頂戴しながら、「おに

ぎり」の改善を目指している。（以下、プレゼンテーション時資料抜粋） 

 

 



 

（プレゼン後の報告風景） 

2）特産品としての「海鮮丼」及び「姫サバ・パッケージ」 

鯖などを想定していた試作品段階での海鮮丼について姫島公民館で 11 月 23 日にプレ

ゼンテーションを実施。島民の方や糸島市役所の方を交えたグループでの意見を頂戴しな

がら、「海鮮丼」や姫サバ・パッケージも同様に改善を考えている。 

 

 

（プレゼンテーション時資料抜粋） 

 
（プレゼン後の報告風景） 



3）案内マップ及び PR動画 

案内マップ及び PR動画も天候の状況で遅れ気味。11月 23日に仕掛段階で姫島案内パ

ンフレットについてプレゼンテーションを実施。また、11月 23日に PR動画も撮影しま

したが、どんよりとした曇り空で、島内の案内はされているが、人気が全くなく殺風景な景

色のみだったことから削除した。 

・グループワーク後の報告時の資料 

 
3）特産品としての「玉ねぎ漬け」 

中村学園大学短期大学部の食物栄養科の仁後亮介先生に、玉ねぎを使用した 4 つの試作

品段階（韓国風、カレー風、ピクルス、ダブルニンニク）で 11月 23日に試食を実施し、

アンケート意見を取りまとめた。当日は佐藤彰子先生にもご参加頂いた。今回の結果に基づ

き、今後どうするのかを検討していく。 

2024年 11月 23 日に糸島市姫島の公民館にて、玉ねぎ漬けの 4種類の試食会を実施

した。ダブルニンニクに関するアンケート調査の結果が次のとおりである。 

＜ダブルニンニク＞ 

 味の良さ 食べやす

さ・食感 

見た目の色 食べた後の

気持ち 

量の多さ 全体 平均 

1 2 3 3 2 3 3 2.6 

2 3 3 3 3 3 3 3.0 

3 5 5 3 4 3 3 4.0 

4 4 4 5 4 4 4 4.2 

5 3 3 3 3 3 3 3.0 

6 3 2 3 3 3 3 2.8 

7 5 5 4 5 4 5 4.6 

8 4 2 3 4 3 4 3.2 

平均 3.6 3.4 3.4 3.5 3.3 3.5  

 

（アンケート回答者の感想） 

＊質の悪いコンソメスープ感。 



＊ベーコンの味が強かった。 

＊柔らかい、シャッキリした感じが良いかも。 

＊おいしい。味の濃さ、塩加減も丁度好みです。 

＊Wニンニクと聞くと、においが気になるので、別の名称がよいかも。 

＊もう少し硬さが残るといいと思いました。 

 

（考察） 

Wニンニクにおける 8人の平均値は 4.6～2.6と大きなバラツキがみられる。また、5

項目の評価項目では、3.3～3.6と大きな差はみられない。人による差異が大きいので、

アンケートの感想にあるように改善が望まれる。 

 

また、2025年 3月 1日に中村学園大学短期大学部の食物栄養科の仁後亮介先生に、玉

ねぎを使用した 2 つの試作品段階（ピクルス、ダブルニンニク）で試食を公民館で実施し

た。（2種類の玉ねぎ漬けの食材や作り方も報告書をご参照ください。） 

 

3.全体の考察と反省 

 当初の目標である姫島の特産品開発や島の PR 活動に関する報告を実施することが出来

た。特産品開発は途中の段階ではあるが、姫島の皆様の了解を得て前に進めていくことが大

事であると考えている。これらも、糸島市役所のコミュニティ推進課の札本係長のご協力の

おかげさまで前に進めることが出来た。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

今回の姫島での活動を進めるにあたって、天候の状況に左右された。具体的には、夏に活

動しようと考えていましたが、実際に 7 月 27 日（土）に札本係長と学生とともに姫島に

渡りましたが、猛暑 37度で島内がサウナ状態のために、島内探索も出来ず、秋に活動をず

らすことを考えた。今度は、島での活動を予定していた 10月 20日（日）は台風の影響で

波が高いとのことで船が出なかった。そして、11月 17日（日）に観光班のメンバーとと

もに、姫島に行きましたが、雨模様であったので、動画向けの撮影やパンフレットの写真が

思うように撮れなかった。厳密には動画を撮影したが、人物が映っていない殺風景な景色の

みであった。今後は季節を意識しながら、早い目の行動を心がけるようにしたい。 

 


